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2008年5月15日

＊本資料の予想につきましては、説明会開催日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。



〔業績〕  （単位：百万円）

06年3月期 07年3月期 08年3月期 対07/3期 09年3月期

増減額 予想

売 上 高 181,937 200,749 213,426 12,676 209,000

営 業 利 益 12,129 16,898 14,407 △2,491 10,200

経 常 利 益 10,967 15,613 12,940 △2,672 8,200

当 期 純 利 益 5,309 17,554 8,595 △8,958 5,200

決算及び予想（連結）
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営業利益(百万円)〔財務状況〕  

前期 当期 増減額

(07年3月末) (08年3月末)  

総 資 産 百万円 217,027 199,383 △17,644

純 資 産 百万円 52,136 55,430 3,294

自 己 資 本 比 率 ％ 25.9 27.2 1.3

1 株 当 た り 純 資 産 円 139.13 134.33 △4.80



部門別業績（連結）
〔売上高〕 　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

06年3月期 07年3月期 08年3月期 対07/3期増減額 09年3月期（予想） 対08/3期増減額
機械部門 70,329 67,795 75,841 8,045 83,800 7,958

（ 産 業 機 械 ） (17,010) (14,119) (17 ,331) (3,212) (16,600) (△731)
（ 開 発 機 械 ） (32,778) (33,046) (37 ,497) (4,450) (43,600) (6,102)
（ ユ ニ ッ ク ） (20,540) (20,629) (21 ,012) (382) (23,600) (2,587)

金属部門 52,661 84,753 97,519 12,766 81,400 △16,119
電子化成品部門 21,228 15,902 15,276 △625 15,000 △276

（ 電 子 ） (15,922) (9,364) (8 ,751) (△612) (8,700) (△51)
（ 化 成 品 ） (5,305) (6,538) (6 ,525) (△13) (6,300) (△225)

不動産部門 3,106 2,936 2,758 △178 2,800 41
燃料部門 33,588 28,206 20,735 △7,471 23,700 2,964
その他 1,022 1,154 1,294 140 2,300 1,005
　【合計】 181,937 200,749 213,426 12,676 209,000 △4,426

〔営業利益〕 　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

06年3月期 07年3月期 08年3月期 対07/3期増減額 09年3月期（予想） 対08/3期増減額
機械部門 4,243 5,901 6,837 936 7,300 462

（ 産 業 機 械 ） (△979) (72) (837) (765) (900) (62)
（ 開 発 機 械 ） (2,579) (3,120) (3 ,702) (581) (4,100) (397)
（ ユ ニ ッ ク ） (2,643) (2,708) (2 ,297) (△410) (2,300) (2)

金属部門 5,779 8,837 6,206 △2,630 1,000 △5,206
電子化成品部門 1,497 2,088 1,455 △633 1,300 △155

（ 電 子 ） (1,061) (1,386) (984) (△402) (900) (△84)
（ 化 成 品 ） (435) (701) (470) (△231) (400) (△70)

不動産部門 905 839 749 △90 900 150
燃料部門 150 △114 △430 △316 100 530
その他 △219 △301 △228 73 △100 128
小計 12,357 17,250 14,588 △2,661 10,500 △4,088
消去又は全社 △227 △351 △181 170 △300 △118

　【合計】 12,129 16,898 14,407 △2,491 10,200 △4,207

２



部門別業績（連結）の主な増減説明
〔売上高〕 （単位：百万円）

08年3月期 対07/3期 主な増減説明
増減額

機械部門 75,841 8,045
（ 産 業 機 械 ） (17,331) (3,212) ポンプ、鉄鋼構造物等の売上増

（ 開 発 機 械 ） (37,497) (4,450) ロックドリル製品等海外売上49億円増

（ ユ ニ ッ ク ） (21,012) (382) 国内販売減少、海外は拡販により17億円増加

金属部門 97,519 12,766 銅価格高水準による売上増

委託製錬所の増産に伴う販売量増

電子化成品部門 15,276 △625
（ 電 子 ） (8,751) (△612) 装飾品、高純度金属ヒ素等売上減

（ 化 成 品 ） (6,525) (△13)
不動産部門 2,758 △178
燃料部門 20,735 △7,471 販売数量減

その他 1,294 140
合計 213,426 12,676

〔営業利益〕 （単位：百万円）

08年3月期 対07/3期 主な増減説明
増減額

機械部門 6,837 936
（ 産 業 機 械 ） (837) (765) ポンプ、鉄鋼構造物等売上増に伴う利益増

不採算部門整理などによる利益改善

（ 開 発 機 械 ） (3,702) (581) 海外出荷好調による利益増

（ ユ ニ ッ ク ） (2,297) (△410) 海外展開拡大に伴う初期経費増など

金属部門 6,206 △2,630 買鉱条件悪化による利益減

電子化成品部門 1,455 △633
（ 電 子 ） (984) (△402) 売上減等による利益減

（ 化 成 品 ） (470) (△231) 亜酸化銅出荷量減少による利益減等

不動産部門 749 △90
燃料部門 △430 △316 貸倒引当金の計上による

その他 △228 73
小計 14,588 △2,661
消去又は全社 △181 170

合計 14,407 △2,491

３



連結損益計算書
 07/3月期 08/3月期 増減額

売上高 200,749 213,426 12,676

売上原価 167,507 181,521 14,014

売上総利益 33,242 31,904 △1,337

販売費及び一般管理費 16,343 17,496 1,153

営業利益 16,898 14,407 △2,491

営業外収益 2,472 1,997 △475

受取配当金 473 776 303

持分法による投資利益 357 - △357

その他 1,642 1,220 △421

営業外費用 3,758 3,463 △294

支払利息 2,477 2,381 △96

その他 1,280 1,082 △197

経常利益 15,613 12,940 △2,672

特別利益 83 1,779 1,696

固定資産売却益 20 285 265

豪州銅製錬関連利益 - 1,475 1,475

その他 63 18 △44

特別損失 4,569 2,236 △2,332

固定資産除売却損 - 745 745

投資有価証券評価損 - 636 636

たな卸資産特別処分・評価損 698 656 △42

豪州銅製錬事業関連損失 3,031 - △3,031

その他 838 197 △641

11,127 12,483 1,356

法人税、住民税及び事業税 1,026 1,081 55

法人税等調整額 △6,792 2,865 9,658

少数株主損失 660 58 △601

当期純利益 17,554 8,595 △8,958

税金等調整前当期純利益

（単位：百万円）

４

豪州銅製錬子会社における環境浄化作業
の進捗度合を踏まえ、自主的環境浄化計画
が改定されたことに伴う損失負担額見直しに
よる利益等



連結貸借対照表
前期 当期 増減額

(07年3月末) (08年3月末)

流動資産 94,865 88,887 △ 5,977

現金及び預金 20,290 14,578 △ 5,712

受取手形及び売掛金 32,273 32,215 △ 58

たな卸資産 32,317 35,303 2,985

繰延税金資産 1,982 2,000 18

その他 8,523 5,473 △ 3,049

貸倒引当金 △ 522 △ 683 △ 161

固定資産 122,161 110,495 △ 11,666

有形固定資産 75,015 74,179 △ 835

建物及び構築物 16,218 16,182 △ 36

機械装置及び運搬具 8,804 7,883 △ 920

土地 46,539 45,978 △ 561

その他 3,453 4,136 682

無形固定資産 118 181 63

投資その他の資産 47,027 36,133 △ 10,894

投資有価証券 38,111 27,968 △ 10,142

その他 10,054 9,497 △ 557

貸倒引当金 △ 1,137 △ 1,332 △ 194

資産合計 217,027 199,383 △ 17,644

（単位：百万円）

５

前期 当期 増減額

(07年3月末) (08年3月末)
流動負債 89,293 80,487 △ 8,806

支払手形及び買掛金 33,283 33,417 134
短期借入金 35,097 33,587 △ 1,510
1年以内償還予定の社債 4,600 - △ 4,600
その他 16,312 13,482 △ 2,830

固定負債 75,597 63,464 △ 12,132
長期借入金 49,692 44,319 △ 5,372
その他 25,905 19,145 △ 6,760

（負債合計） 164,891 143,952 △ 20,938

（純資産の部）
資本金 28,208 28,208 -
利益剰余金 18,194 24,629 6,434
自己株式 △ 24 △ 35 △ 10

（株主資本合計） 46,378 52,802 6,423

その他有価証券評価差額金 6,270 △ 1,199 △ 7,470
繰延ヘッジ損益 371 146 △ 224
土地再評価差額金 3,837 3,774 △ 62
為替換算調整勘定 △ 610 △ 1,222 △ 611

（評価・換算差額等合計） 9,868 1,499 △ 8,369

少数株主持分 △ 4,110 1,129 5,240

(純資産合計) 52,136 55,430 3,294

負債純資産合計 217,027 199,383 △ 17,644

※08年3月末有利子負債(社債及び借入金)残高 779億円＜対07年3月末 △115億円減＞



（単位：百万円）

08年3月期 09年3月期 対05/3期

予想 増減額

売 上 高 213,426 209,000 △4,426

営 業 利 益 14,407 10,200 △4,207

経 常 利 益 12,940 8,200 △4,740

当 期 純 利 益 8,595 5,200 △3,395

２００９年３月期 業績予想（連結）並びに主な増減説明

６

〔前提条件〕
銅価 08年度上期 7,500$/t

08年度下期 6,500$/t
為替 100円/$

〔売上高〕 （単位：百万円）

09年3月期 対08/3期 主な増減説明
（予想） 増減額

機械部門 83,800 7,958
（ 産 業 機 械 ） (16,600) (△731) 採算性重視の営業活動により売上を絞り込む

（ 開 発 機 械 ） (43,600) (6,102) 更なる海外展開強化による海外売上増を見込む

（ ユ ニ ッ ク ） (23,600) (2,587) 拡販による海外売上増を見込む

金属部門 81,400 △16,119 銅価格沈静化並びに円高による売上減を見込む

電子化成品部門 15,000 △276
（ 電 子 ） (8,700) (△51)
（ 化 成 品 ） (6,300) (△225) サファイア基板生産終了による売上減等

不動産部門 2,800 41
燃料部門 23,700 2,964 販売数量増加を見込む

その他 2,300 1,005
合計 209,000 △4,426

〔営業利益〕 （単位：百万円）

09年3月期 対08/3期 主な増減説明
（予想） 増減額

機械部門 7,300 462
（ 産 業 機 械 ） (900) (62) 採算性重視による更なる利益改善を見込む

（ 開 発 機 械 ） (4,100) (397) 海外売上拡大による利益増を見込む

（ ユ ニ ッ ク ） (2,300) (2) 海外展開拡大に伴う初期経費増加等により

利益横バイを見込む

金属部門 1,000 △5,206 買鉱条件悪化(銅価格ｽﾗｲﾄ゙ 部分の撤廃など)による減

電子化成品部門 1,300 △155
（ 電 子 ） (900) (△84)
（ 化 成 品 ） (400) (△70)

不動産部門 900 150
燃料部門 100 530
その他 △100 128
小計 10,500 △4,088
消去又は全社 △300 △118
合計 10,200 △4,207



（単位：百万円）

 06年3月期 07年3月期 08年3月期 09年3月期

 (予想)

機 械 部 門 2,397 2,083 2,496 2,200

金 属 部 門 236 145 122 300

電 子 化 成 品 部 門 512 1,250 353 1,400

不 動 産 73 293 805 100

燃 料 そ の 他 430 448 159 800

設 備 投 資 合 計 3,651 4,218 3,934 4,800

減 価 償 却 費 2,594 2,626 2,993 3,400

設備投資・減価償却費の状況（連結）

従業員の状況
06年3月末 07年3月末 08年3月末 対07/3末増減

連結人員(名) 2,247 2,279 2,286 7

うち単独人員(名) (202) (206) (210) (4)

金属製品・為替の状況（連結）
 06年3月期 07年3月期 08年3月期 09年3月期

(想定) (上期) (下期)

￠/ﾎﾟﾝﾄﾞ 185.8 316.2 344.0 317.5 (340.2) (294.8)

$/ﾄﾝ 4,096 6,970 7,584 7,000 (7 ,500) (6 ,500)

円相場 対米ドル平均(円/$) 114.32 118.03 114.28 100.00

06年3月期 07年3月期 08年3月期 09年3月期
(予想)

銅　生産量（t） 84,498 88,686 95,355 95,088

銅　販売量（t） 84,464 88,521 95,808 96,163

《古河メタルリソース㈱生産販売》

銅海外相場（平均）

７

＜主な設備投資＞
・ロックドリル、ユニック
など機械部門増産の
ための能力増強・設備
更新等

・GaN基板プロジェクト

（基板量産設備・
開発新棟建設等）

資本参加の共同製錬所
増産に伴う生産量増



〔業績〕  （単位：百万円）

06年3月期 07年3月期 08年3月期 対07/3期 09年3月期

(分社化後) 増減額 予想

売 上 高 40,851 35,523 28,549 △6,974 17,500

営 業 利 益 3,575 2,836 2,658 △177 6,700

経 常 利 益 3,279 7,210 5,990 △1,219 5,900

当 期 純 利 益 1,868 3,501 4,619 1,117 4,900

決算及び予想（単独）

〔財務状況〕  

07年3月末 08年3月末 増減額

 

総 資 産 百万円 145,797 132,564 △13,232

純 資 産 百万円 41,889 36,997 △4,891

自 己 資 本 比 率 ％ 28.7 27.9 △0.8

1 株 当 た り 純 資 産 円 103.62 91.53 △12.09

８

※当社（単独）は2005年3月に主要６事業を分社し、事業持株会社に移行

2008/7より燃料事業

分割による単独売上減
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※有利子負債：社債及び借入金

残高1000億円を切る

 03年3月期 04年3月期 05年3月期 06年3月期 07年3月期 08年3月期 09年3月期

 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 （予想）

有利子負債※（億円） 1,403 1,239 1,168 994 894 779 770

中計目標（対05/3期
300億円削減）を超え
る390億円削減

有利子負債の推移（連結）



〔窒化ガリウム（GaN)事業 ナイトライド事業室新設〕

素材総合研究所 半導体装置事業室

ナイトライド事業室

◆窒化ガリウム（GaN)基板事業化
及びGaNエピ基板の開発

◆人員体制 27名

㈱パウデック

資本・業務提携
（平成１９年１２月１０日）

・電子・半導体材料の開発及びその応用研究
・結晶加工技術の研究開発
・材料、大気、水質などの分析・受託分析

・半導体関連製造装置の開発

〔平成２０年度〕

小山工場内にGaN基板の量産化並びに
研究開発のための新棟建設（今年度完成予定）
【 約12億円の設備投資を実施予定】

・GaN基板関連の要素技術開発

・化合物半導体基板の試作・製造

電子デバイス用GaNエピ基板

の研究開発で先行

本格的なモノづくり・仕組みづくり

平成20年4月1日新設

10



〔開発機械（ロックドリル）事業の生産改革〕

高崎工場 吉井工場

＜現在＞

■今年度
・ブレーカ生産用の建屋を増築
・熱処理設備増強

＜将来＞

油圧ブレーカ

機械加工・熱処理・組立 組立・塗装・検査

高崎工場

機械加工・熱処理・組立・塗装・検査

ブレーカ生産一貫工場へブレーカ生産一貫工場へ

出荷

出荷

空圧ｸﾛｰﾗﾄﾞﾘﾙ

関連会社へ
圧砕機

ｸﾛｰﾗﾄﾞﾘﾙ・ジャンボなど搭載機

吉井工場
生産拡大

11



古河産機システムズ㈱

営業本部

生産本部（小山工場）

管理部

古河大塚鉄工㈱

営業本部

生産本部

管理部

古河産機システムズ㈱

営業本部

小山工場

サービス部

栃木工場

管理部

〔産業機械事業 組織再編〕

旧組織体制 新組織体制（4月1日以降）

新設

営業部門、管理部門を集約し、
新たにサービス部を設立

12


